
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
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（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
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〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
二
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
二
年
五
月
十
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

三
五
七
二

二
二
、

四
、
一
六

内
川

清
雄

三
五
七
三

二
二
、

四
、
一
六

白
井

輝
次

三
五
七
四

二
二
、

四
、
一
六

熊
Ä

正
宏

三
五
七
五

二
二
、

四
、
一
六

吉
川

裕
太

三
五
七
六

二
二
、

四
、
一
六

澁
谷

三
男

三
五
七
七

二
二
、

四
、
一
六

越
澤

靖
久

三
五
七
八

二
二
、

四
、
一
六

田

裕
子

三
五
七
九

二
二
、

四
、
一
六

ˆ
垣

靖

三
五
八
〇

二
二
、

四
、
一
六

村
上

泰
樹

三
五
八
一

二
二
、

四
、
一
六

三
澤

一
郎

三
五
八
二

二
二
、

四
、
一
六

松
田

範
和

三
五
八
三

二
二
、

四
、
一
六

飯
田

幸
洋

三
五
八
四

二
二
、

四
、
一
六

村
上

孝
範

三
五
八
五

二
二
、

四
、
一
六

今
井

愼
一

三
五
八
六

二
二
、

四
、
一
六

田
中

憲
二

三
五
八
七

二
二
、

四
、
一
六

岡
Ä

駿
志

三
五
八
八

二
二
、

四
、
一
六

川
俣

豊

三
五
八
九

二
二
、

四
、
一
六

梅
村

正
和

三
五
九
〇

二
二
、

四
、
一
六

有
賀

祥
一

三
五
九
一

二
二
、

四
、
一
六

小
野
田

俊

三
五
九
二

二
二
、

四
、
一
六

加
藤

浩
志

三
五
九
三

二
二
、

四
、
一
六

萩
原

史
彦

三
五
九
四

二
二
、

四
、
一
六

ˆ
橋

基
貴

三
五
九
五

二
二
、

四
、
一
六

谷
口

玲
爾

三
五
九
六

二
二
、

四
、
一
六

丹
羽

克
裕

三
五
九
七

二
二
、

四
、
一
六

光
地
伸
一
郎

三
五
九
八

二
二
、

四
、
一
六

角
田

修

三
五
九
九

二
二
、

四
、
一
六

前
田

忠
彦

三
六
〇
〇

二
二
、

四
、
一
六

大
西

康
秀

三
六
〇
一

二
二
、

四
、
一
六

中
島

淳

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
十
四
号

大
阪
市
西
淀
川
区
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅

失
し
た
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

大
阪
市
西
淀
川
区
佃
町
一
丁
目
九
十
九
番
地

六
野

常
吉

〔
告

示
〕

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
登

録
政
治
資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者

を
公
告
す
る
件

（
政
治
資
金
適
正
化
委
二
一
）

J

〇
除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
二
一
四
〜
二
一
六
）

〇
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集
及
び
再
商
品

化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
一
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
件

（
財
務
・
厚
生
労
働
・
農
林
水
産
・
経
済

産
業
・
環
境
九
）

K

〇
種
苗
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
品
種
登
録
し
た
件（
農
林
水
産
七
一
八
）

〇
電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術

者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令
第
一
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
学
校
を
認
定
し
た
件

（
経
済
産
業
一
〇
八
）

M

〇
電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術

者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
二

の
規
定
に
基
づ
き
学
校
の
名
称
及
び
住
所

の
変
更
届
出
が
あ
っ
た
件
（
同
一
〇
九
）

〇
電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術

者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
二

の
規
定
に
基
づ
き
学
校
の
名
称
の
変
更
届

出
が
あ
っ
た
件
（
同
一
一
〇
）

〇
電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術

者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
三

の
規
定
に
基
づ
き
学
校
の
認
定
を
取
り
消

し
た
件
（
同
一
一
一
）

M

〇
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行
の
確
保

等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
住
宅
瑕

疵
担
保
責
任
保
険
法
人
の
住
所
等
を
変
更

し
た
件
（
国
土
交
通
四
九
九
）

N

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（
防
衛
八
五
〜
八
八
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
一
〇
八
〜
一
一
〇
）

〇
建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
確
認

検
査
機
関
を
指
定
し
た
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
五
一
）

O

〔
国
会
事
項
〕

O

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

内
閣
府

財
務
省

O

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

P

〔
皇
室
事
項
〕

Q

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
監
督
命
令
に

係
る
公
示
（
国
土
交
通
省
）

Q

国
家
試
験

平
成
二
十
二
年
度
国
家
公
務
員
採
用
Ô
種
試

験
公
告
（
人
事
院
）

Q

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁有

権
者
申
出
方
、
買
収
前
の
所
有
者
等
へ

の
売
払
い
、建
設
業
の
営
業
の
停
止
命
令
、

鉄
道
財
団
設
定
関
係

J
I

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

J
J

特
殊
法
人
等

企
業
年
金
基
金
変
更
関
係

K
R

会
社
そ
の
他

˜
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